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授 業 実 践

１．はじめに：いよいよ「情報�」元年

２０２２年度から開始された新学習指導要領に基づ

く共通必履修科目「情報�」と選択科目「情報�」
では，コンピュータについての本質的な理解に資

する学習活動としてのプログラミングや，より科

学的理解に基づく情報セキュリティに関する学習

活動，そして，統計的な手法の活用も含め，情報

技術を用いた問題発見・解決の手法や過程に関す

る学習が充実されるようになった［１］。教科書には

「プログラミング」や「コンピュータ」などとい

った文字が溢れかえり，情報科学に関する理系

的・工学的な内容が一気に増加したことが見て取

れる［２］。私自身，大学院情報学研究科で博士号を

取得後，約２０年間，高校現場を研究フィールドと

して情報教育の実践研究を続けてきた。このよう

に高校の情報教育が大いに盛り上がっていくのは

率直に言って嬉しく思う。

しかしながら，現場の教員は情報学を専門に学

んだ者ばかりではなく，深刻な教員不足も指摘さ

れている［３］。これに対応すべく文部科学省は，教

員研修用教材や実践事例集まで念入りに準備し

た。高校現場は，新たに始まったプログラミング

やデータ・サイエンスの授業や，２０２５年度から始

まる大学入学共通テスト［４］に向けた準備に奔走

し，今まさにレベルアップしている真最中であ

る。

しかしながら，実は，本当の問題はそれだけで

はない。非常に大きな問題が見落とされている。

２．問題提起：「情報一般の原理」が

見落とされている

東京大学名誉教授の西垣通氏は，高等学校の情

報教育の内容がプログラミングなどの理系（工学

系）に偏り過ぎていることに警鐘を鳴らし，もっ

と基礎的な教養として情報の本質を教えるべきで

あると主張している［５］。加えて，西垣氏は，「『情

報教育の拡大再編』が必要である」［６］とも強く主

張している。その理由として，この国では，多く

の人がプログラミングをはじめとするコンピュー

ティング・パラダイムにとらわれており，「“情

報”イコール“コンピュータ”」だと信じ込んで

しまっているという。この状況から早急に脱し，

情報という概念を「情報／コミュニケーション／

メディア」という人間の心理的／社会的な関係の

中で，広くとらえ直さなければならないと述べて

いる。

高校現場ではあまり知られていないが，２０１６年

３月に，日本学術会議が報告「大学教育の分野別

質保証のための教育課程編成上の参照基準 情報

学分野」［７］を公表した。この中で，初等中等教育

から大学の教養教育に至る情報教育について，次

のように説明されている。

「中核部分に限っても情報学は多くの分野から

成り，特に文系と理系に広がっている。情報社会

を探求し，よりよい情報社会を築くためには，コ

ンピュータ上で処理される情報と社会におけるコ

ミュニケーションで用いられる情報を，共通に理

解し統御するための普遍的な原理が必要である。

したがって，それら学問分野の上層に情報一般の

すべての高校生に「基礎情報学」のエッセンスを
―まずは３つの情報概念から―
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表１ 情報教育における分野の分類［８］

図１ ３つの情報概念［６，９］

原理を位置づけ，情報学の中核部分を定義するこ

とが妥当である。」（下線は筆者）

「情報一般の原理」とは，情報の分類と，それ

に基づく記号，意味解釈，コミュニケーション等

の態様を体系化したものであり，西垣氏の提唱す

る「基礎情報学」がここに含まれる。

この参照基準の公表を受けて同会議より報告さ

れた「情報教育課程の設計指針―初等教育から高

等教育まで」［８］では，「将来的に」初等中等教育か

ら大学共通教育までの範囲となるべき体系が提案

され，情報教育の学習内容がまとめられている

（表１）。これらのうち４領域，５カテゴリには，

情報学固有の知識として「情報一般の原理」が含

まれており，これは情報教育全般における「情報

一般の原理」の重要性を示す根拠となる。

しかしながら，新しい「情報�・�」では，そ
の内容が理系的・工学的なものに偏り，「情報一

般の原理」がすっぽりと抜け落ちてしまってい

る。高校の情報科で文系・理系にまたがる情報の

本質を扱えていないとすれば，それは致命的な欠

陥と言えるのではないだろうか。

前述の西垣氏は，次のように述べている。

「情報社会でいかに生きていくか。そのための

基礎的な教養が教えられていない。いまインター

ネットの世界では，サイバー犯罪が横行していま

すが，対策を個人だけに求めるのは限界がある。

どうすれば中傷や詐欺などを防ぐ公共ルールをつ

くれるか。安全安心なネット活用ができるシステ

ムにするか。みんなで考えるための基礎を学ぶこ

とが大切である」［５］と。（下線は筆者）

３．基礎情報学入門：「情報とは何か」を

学ぶ授業

筆者は，高校生にとって，情報の本質を理解す

ることが必要不可欠であると考え，「基礎情報学」

を教科情報に導入して授業実践を続けてきた。こ

れまでに実践した授業では，ベースとなる入門

書［９］をもとにそのエッセンスを取り上げ，「情報

一般の原理」を探究する態度を涵養してきた。

以下，実際の授業で用いているスライドを用い

ながら，その詳細を述べる。

基礎情報学では情報概念を図１の３層に分類し

ている。この定義により「生命情報⊃社会情報

⊃機械情報」という包含関係が成り立つ。

●生命情報：「生命の内部（in）に意味を形成

（form）させるもの」で，最広義の情報

●社会情報：「記号・言語と意味が一体化した生

命情報」で，その意味を互いに理解することで

生命が社会活動を送ることが可能

●機械情報：「意味が潜在化した社会情報」で，

意味の潜在化により機械的な情報の複製や，計

算機による高速な処理が可能

３つの情報概念のうち，最も広義であるのは生

命情報であり，あらゆる情報は生命情報である。

そもそも，informの語源はin（内部に）＋form（形

成する）に由来する。すなわち，情報は客観的に

存在するものではなく，生物に個別に生じる主観

的なものであり，蓄積された経験や歴史をもとに

情報が生じる（図２）。
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図２ 授業スライド�：「情報とは」

図３ 授業スライド�：誤りだらけの日本語

図４ 授業スライド�：欠落だらけの英語

図５ 授業スライド�：社会情報

図６ 授業スライド�：機械情報

この例として，授業では図３および図４のスラ

イドを用いて説明している。日本語を十分に習得

しているとスライド�がすらすらと読める。これ
は，タイポグリセミアと呼ばれる現象で，文章中の

いくつかの単語で最初と最後の文字以外の順番が

入れ替わっても正しく読めてしまうものである。

一方，英語を十分に習得していない人にはスラ

イド�をスムーズに読むことができない（ALT
の先生や帰国生徒などは読むことができる）。こ

れらの例を挙げると，生徒たちは大変驚くととも

に，情報は，蓄積された経験をもとに生じるとい

う情報の本質を，実感をもって理解することがで

きる。

他にも，シルエット錯視の例（右回りにも左回

りにも見えるダンサーの例などが有名）など，人

によって見え方（認識の仕方）が異なる例をいく

つか示して，特に，情報は客観的に存在するもの

ではない（一般には伝わらないものである）こと

を生徒に強く印象付けることができる。

一方で，私たちは社会（共同体）において日常

的にコミュニケーションを行うことができるた

め，まるで情報が伝わっているかのように感じる

ことが少なくない。これは，生命情報の内側にあ

る社会情報のおかげである。社会情報とは，意味

（価値）を伝えるための言語や記号のことであり，

この社会情報によって私たちはコミュニケーショ

ンを行えるようになるのである（図５）。

さて，３つ目の機械情報は，社会情報のうち，

意味が欠落・潜在化したものである（図６）。コ

ンピュータは０と１のビット列として機械情報を

コピーしたり伝送したりできるが，意味を伝達し

ているわけではない。意味を扱うのはあくまで生

命（人間）である。
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以上が，基礎情報学における情報概念の基本で

ある。一見抽象的で，高校生にとって難解な内容

に感じるかもしれないが，一度理解すると情報に

対するものの見方が一気に広がり，コミュニケー

ションやメディア，コンピュータやプログラミン

グを学ぶ上で非常に役立つ概念であることが十分

に実感できる。詳しくは入門書［９］を参考されたい。

４．まとめ：すべての高校生に

「基礎情報学」のエッセンスを

以上，「基礎情報学」のほんのエッセンスの部

分を扱った授業を紹介した。この授業を通して，

「情報の本質は生命であり，生命のないところに

情報はない」ということを高校生に教え続けてき

た。生徒達や授業を見学された多くの先生方（情

報科以外を含む）からも目から鱗だとの感想を頂

戴し，大変光栄に思っている。

最後に，授業での生徒の感想を一部紹介する。

「今回，情報というものについて更に詳しく学

ぶことができた。情報が主観的なものと聞いて，

人によって捉え方が変わってしまうということ

に，改めて怖さを覚えました。」（２０２２／５／１６：

生命情報に関する授業）

「情報は人間のいるところにしか存在しないと

いうことなのだと改めて気づいた。情報は便利な

ものでもあるけれど，扱いに気をつけなければな

らないややこしいものだと思った。一番情報のや

やこしいところは，主観的なものなのに，客観的

に見せかけるところだと感じた！！」（同）

今回は紙面の都合上，紹介することができなか

ったが，授業では必ずメディアとコミュニケーシ

ョンの関係について扱っている。特に，伝播メデ

ィアと成果メディア，およびこれらとコミュニケ

ーションの間の関係性の理解は重要であると考え

ている。以下，この授業の生徒の感想を抜粋する。

「メディアというと，新聞やテレビ，インター

ネットが思いつくが，真理や愛，権力なども成果

メディアだということが意外に思った。『情報は

主観的なもの』ということに，改めて納得させら

れた。」（２０２２／５／３０：成果メディアに関する授

業）

このメディア概念については，一部の教科書［２］

では取り上げられているが，現時点で一般に広く

知られているわけではない。しかしながら，デジ

タル・シティズンシップ教育［１０］など，より本質的

な理解のもとで未来市民を育成しようとする教育

が注目される中，情報，メディア，コミュニケー

ションの本質を扱う「基礎情報学」を学ぶことの

重要性は極めて高い。

あらためて，「“情報”イコール“コンピュー

タ”」ではない。情報科教員，いや教育に携わる

全ての人はこのことを肝に銘じておかなくてはな

らないと思う。
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